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非
核
三
原
則
の
内
、
「
核
を
持
込
ま
せ
ず
」
の
原
則
は
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
形
骸
化
、
空
洞
化
し
、
ま
さ
に
虚 

 
 

 
 

 

構
と
な
つ
て
い
る
。 

3 

日
米
安
保
条
約
第
六
条
に
か
か
わ
る
事
前
協
議
の
発
議
権
は
米
国
側
に
の
み
あ
る
。 

2 

米
国
側
は
「
核
の
存
否
に
つ
い
て
は
一
切
明
ら
か
に
し
な
い
」
と
い
う
政
策
を
堅
持
し
て
い
る
。 

1 

核
の
「
持
込
み
」
（
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
日
米
間
に
解
釈
の
食
い
違
い
が
あ
る
。
す
な 

 
 

わ
ち
、
日
本
側
が
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
核
の
「
配
備
、
貯
蔵
」
の
外
、
「
寄
港
、
領
海
通
過
」
も
含
む
と 

 
 

 
 

解
釈
し
て
い
る
の
に
対
し
、
米
国
側
は
「
寄
港
、
領
海
通
過
」
は
含
ま
ず
と
の
解
釈
を
と
つ
て
い
る
。 

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
米
国
核
搭
載
艦
船
の
日
本
国
内
寄
港
及
び
領
海
通
過
に
つ
い
て
は
、
米
国
側
は
日
本
側 

 
 

 

に
対
し
、
事
前
協
議
を
発
議
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。 

ラ
イ
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発
言
究
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た
め
の
随
時
協
議
に
関
す
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質
問
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四 

よ
つ
て
こ
の
際
、
日
本
政
府
は
、
発
議
権
の
あ
る
日
米
安
保
条
約
第
四
条
に
よ
る
随
時
協
議
の
開
催
を
米
国
政 

 
 

 

府
に
求
め
、
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
＝
核
の
「
持
込
み
」
に
は
「
配
備
、
貯
蔵
」
の
外
、
「
寄
港
、
領
海
通
過
」
も
該

当
し
、
日
米
安
保
条
約
第
六
条
に
か
か
わ
る
事
前
協
議
の
対
象
と
な
る
旨
確
認
を
求
め
、
「
核
持
込
み
」
に
関
す
る 

 
 

 

国
民
の
疑
惑
を
徹
底
し
て
晴
ら
す
べ
き
で
あ
る
。 

政
府
の
明
確
な
見
解
を
問
う
。 

右
質
問
す
る
。 


